
指導法・指導理論
●スポーツ指導法（初心者・初級者指導のコツ）
●運動学習理論（段階的指導法）
●中学生年代の体力トレーニング法　　
●中学生年代における性差とスポーツ指導法　　
● コーディネーショントレーニングの理論と実践

心理学
●コーチングの心理学（モチベーション）　
● カウンセリングマインド／アンガーコントロール

組織開発
●チームビルディング：個性を育むチームづくりと
　リーダーシップ

安全管理、救急処置
●安全確保と成長期におけるケガ等の救急処置
●学校スポーツ施設・設備・用具の安全管理

スポーツ栄養学
●中学生年代に必要なスポーツ栄養学

　私の年代の時の部活動と現在の部活動のあり方に正
直驚きを感じた。現在のスポーツの指導では総合的に指
導者はたくさんのことを理解し行動に移すことがとても重
要だということ。そして指導の流れをイメージし学習者の
技能レベルに応じ実行可能な目標を設定しそれぞれの段
階に適した局面を指導することが大事だということである。

男性　50歳代

　昔と現在の違いやどちらの時代の事もとても共感でき、
今なら変えられる事・変えなくてはいけない事など課題が
見えてきました。
　『子供達の為』に一人一人が重要な他者となり子供達
に良い影響をあたえるそんな人が地域にたくさん増え、よ
り良い環境を整え『学校運動部活動地域連携』にも取り
組むことで、総合型地域スポーツクラブとして少しでも人づ
くりや子供達の成長のお手伝いがしたい。　　　　　

　　　　　　　　　30代女性

岩﨑由純先生 /
コーチングの心理学
（モチベーション）

【受講した方のコメント】

学 習 内 容

講 師 紹 介
友添秀則先生 /
（生活を豊かにする部活動指導の
倫理・理念と指導者の役割・学
校運動部活動の歴史と将来）

指導倫理・スポーツ倫理
●生活を豊かにする部活動指導の倫理・理念と指
導者の役割

スポーツ社会学
●部活動の継続とドロップアウト
　（スポーツの社会化）

行政・地域のマネジメント
●部活動改革と地域スポーツ
　（地域スポーツNOW）
●部活動と地域スポーツクラブの
　組織連携マネジメント
●部活動の歴史的背景と指導員の職務組織運営
●運動部活動の在り方に関する総合的なガイド
　 ラインのポイント　（配信） 
● 学校運動部活動の歴史と将来(配信)
　 友添秀則　環太平洋大学

学校運動部活動指導士
養成講習会

学校運動部活動指導士
養成講習会

2024
年度

【時間】　
9時開講式　
18時閉講式（予定）　

【受講料】　
31,000円　（受講料、資料代、CBTシ
ステム利用料、資格認定登録料含む）

【申込】
講習会申込サイト
マナブルから
お申し込みください

※この講習会はスポーツ振興くじ助成事業として実施されています。

第8回  2024年6月23日(日)～25日（火）

　　　　国立オリンピック記念青少年総合センター

第10回　2024年11月2日(土)～
                                  11月4日（月・祝）

　　　　北翔大学

第9回  2024年9月6日(金)～8日（日）

　　　　武庫川女子大学

公益財団法人日本スポーツクラブ協会
電話 03-6407-1425
メール info@jsca21.or.jp

問 い 合 わ せ 先

東京都

北海道

兵庫県



「走り出した中学校運動部活動の地域移行」への対応

　これまでの学校部活動は教育
課程外の学校教育活動として位
置付けられていましたので、地
域スポーツクラブ指導者にとっ
ては思春期年代の中学生・高校
生に対する系統的な知識・指導
法等の絶対量が不足していると
言っても過言ではありません。
中学生年代は、身体的にも精神的にも発育発達については
個人差が大きく、性差を踏まえた指導や対応が求められま
す。スポーツや運動に関しては、単一種目追求型もいれば
多種目追求型もいます。中学生年代は、自主的・自律的に
スポーツ・身体活動に取り組む「アクティブライフスタイル」
の形成に重要な時期です。この時期はいろいろなスポーツ
に親しめるように初級者指導の良否がカギとなります。し
たがって、本協会が目指す部活動指導者は、初級者指導に
長け、複数種目の指導を意欲的にチャレンジする人材を養
成します。

　部活動は、少子化や教員の働
き方改革という背景から、外部
指導者制度や部活動指導員制度
の導入、ガイドラインによる休
養日（平日・週末に各 1 日以
上）の設定などにより、地域移
行が試行されてきました。しか
し、外部指導者による部活動運営は指導内容の質の確保や
安全・安心なスポーツ活動の担保など諸課題があり、スポー
ツ庁（２０２２年）は「学校部活動及び新たな地域スポー
ツクラブ活動のあり方等に関する総合的なガイドライン」
を策定・公表しました。具体的には、公立中学校における
部活動を段階的に地域移行し、2023年度から 25年度を改
革推進期間に位置づけています。部活動の地域移行におい
ては、柔軟な発想と科学的知見を備えた質の高い指導者の
確保と、地域の受け皿を確保できるシステム構築が重要で
あり、ステークホルダーによる協議とヴィジョンづくりが
課題です。その意味でも、日本スポーツクラブ協会による
運動部活動指導者の養成は大きなミッションがあります。

　戦後の日本スポーツ界を底辺
で支えてきた学校部活動が次の
ステージにステップアップしよ
うとしています。学校だけで
はなく地域の専門家や有識者た
ちと協働してスポーツ振興の
みならず、地域における新た
なスポーツの価値創造、感動の共有化を軸に地域振興・地
域コミュニテイの再生に挑戦していくことになります。地
域によっては課題が異なり不安や心配も大きいと思います
が、個々の特色を生かし、ジュニア期の子供達が安心・安
全かつ継続的に良質な指導を享受できる環境づくりが重要
なテーマです。そのためには、指導者の育成と地域スポー
ツをマネジメントできる人材およびその受け皿組織の育成
が喫緊の課題です。全国各地で活動されている多くの皆様
と連携して、新たな地域スポーツの構築の夢にむけスター
トしましょう。

　中学生年代は身体的な発育発
達の個人差が大きく、成長痛な
どのスポーツ障害が一番起こり
やすい時期です。その理由のひ
とつは、骨に成長軟骨が残って
いて、繰り返しの動作（オーバー
ユース）や強い負荷に耐えられないからです。また、熱中
症にも罹りやすいことから深部体温を下げる正しい応急処
置法に通暁しておくことが部活動指導者に求められます。
部活動の地域移行にともない、地域の事情によって様々な
指導者が中学生を指導することになるでしょうが、本協会
の学校運動部活動指導士養成講習会が最重要視する「生徒
ファースト」の理念を持った指導を行うことを望みます。

野川春夫理事長

山口泰雄理事
「スポーツの社会化・ドロップアウト」担当

桑田健秀理事
「ステークホルダーのマネジメント」担当

野田哲由理事
「安全確保と成長期におけるケガ等の
救急処置」担当

出典：日本教育新聞
2024年1月1日
2024年4月1日

　令和５年４月から懸案の中学校運動部活動の地域移行が始まりました。これまでの学校運動部
活動のシステムが根底から変わる「部活動の幕末」の到来とも言えます。
　本協会では、平成３１年２月から部活動における指導者資格制度と養成講習会について準備を
進め、令和３年度末から学校現場が求める即戦力の運動部活動指導者の育成を目指して「学校運
動部活動指導士」養成講習会を開始しました。この２年間に7回の講習会を開講しており、今年度
の8回から10回の開催はスポーツ振興くじ助成金の補助を受けて実施します。教育新聞の抜粋、理
事の抱負を紹介します。


